
（1）健全化会議の取組

＝＝＝＝
印旛沼・流域⽔循環健全化計画⇒略称：健全化計画
第1期⾏動計画(案)⇒略称：第1期
第2期⾏動計画(案)⇒略称：第2期
ワーキング⇒略称：WG

Sheet 1

2014（H26）年8⽉27⽇
第22回委員会
配付資料-2 本編資料

健全化計画の取組経緯
• 別紙、配付資料3（1ページ）参照

– 「印旛沼流域⽔循環健全化計画および
第1期⾏動計画（案）の定義の策定経緯と概要」
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（2）前回の健全化会議における
意⾒とその対応状況

Sheet 3

前回の健全化会議の概要

第21回委員会
2013(平成25)年7⽉31⽇(⽔)13：30〜

千葉商⼯会議所14階第1ホール

次第

1. 開会
2. はじめに
3. 議事

(1)昨年度の取り組み内容
1)前回委員会での指摘と対応
2)昨年度の取り組み報告

(2)今年度の取り組み内容
1)⾏動推進体制の⾒直し

(⾏動連携推進委員会⽴ち上げ・規約変更)
2)今後の取り組み⽅針
3)取り組み紹介

(3)その他事項
1)北千葉道路事業の報告
2)印旛沼流域環境・体験フェアの開催概要
3)みなさまへのお願い(WEB)

4. 閉会
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主な意⾒とその対応状況（１） Sheet 5

議事 主な意⾒等 対応状況

（1）
昨年度の
取り組み
内容
2）昨年度
の取り組み
報告

• 調整池改良の⼿引きは印刷物となって
いるのか。
誰でも⾒ることができるようにして
おいてほしい。（⾍明委員⻑）

• WEBサイトにて閲覧・
ダウンロード可能となっている。

• 流域市町には印刷物を配付した。

• 市町ごとの補助制度の現状については、
事務局での情報の整理を⾏うこと。
（⾍明委員⻑）

• ⾬⽔浸透マスの補助制度は、
千葉市、船橋市、佐倉市で導⼊
しており、補助内容は各市異な
る。
（配付資料5：印旛沼ルールの

啓発チラシを参照）

（2）
今年度の
取り組み
内容
2）今後の
取り組み
⽅針

• アトラス（地図）集のような負荷量や
対策量の分布を地図で表せると良い。
また、住⺠に取組を伝えるためには
ツールが必要である。ニュースレター
は⼤変だがwebサイトはできる。広報
に⼒を⼊れるべき。（岩⾒委員）

• ⽔質改善⼯法検討WGにおける
印旛沼の⽔質形成機構の整理
（H25）において、負荷量分布
の整理は実施した。

• WEBサイトの改良は随時実施し
ており、今後も引き続き広報に
⼒を⼊れていく。

主な意⾒とその対応状況（２） Sheet 6

議事 主な意⾒等 対応状況

（2）
今年度の
取り組み
内容
2）今後の
取り組み
⽅針

• 組織体制の⾒直に伴い、規約を整理し
たが、ＷＧの役割が明確となっていな
い。第2期⾏動計画の策定にあたり、
ＷＧと重点対策群を関連付け、対策の
評価などＷＧが担う役割を整理すべき
である。（⼩倉委員） • ＷＧと重点対策の関連付けや

ＷＧが担う役割を整理した。
（議事「(4)第2期⾏動計画
（案）の作成⽅針」で説明）• WGで検討していることと、実際に

市⺠にやってもらいたいこと、13の
取組指標とは必ずしも合致していない。
WGの検討内容、対策、住⺠にやって
もらいたいことの関係を整理した上で、
今後なにをやっていくべきかを考えて
いく必要がある。（⼆瓶WG座⻑）
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主な意⾒とその対応状況（４） Sheet 7

議事 主な意⾒等 対応状況

（2）
今年度の
取り組み
内容
2）今後の
取り組み
⽅針

• 次回の⾏動連携推進委員会で、
市⺠活動・企業連携の具体を
どうするのか、検討してほしい。
議論がアイデア段階でも構わないので、
市⺠や企業の意⾒をどう反映するか、
議論したい。（横⼭委員）

• 市⺠活動・企業連携だけでなく、
実施している各WG等の取組を
どのように連携して実施して
いくのか、議論を開始した。

• 引き続き議論を⾏っていく予定
である。

• 印旛沼には、⽔に触れるスポットが
ない。賑わいがないと印旛沼には
⾏かない。⼀度でも印旛沼に訪れて
もらう、⽔を実感してもらうような
ルートを作ることが必要ではないか。
活動を後押しするような仕掛けが
必要である。（⼭⽥委員）

• ⽔と地域のネットワークWG
にて佐倉ふるさと広場周辺を
拠点にかわまちづくり計画を
策定し、にぎわいのある⽔辺の
創出を⽬指して検討を進めてい
る。

• その中では、植⽣帯整備や
親⽔スポットの整備も予定して
おり、⼈が⽔に近づけるしかけ
を⾏う予定である。

• 今は、⼦どもは沼に近づかないように
しているし、看板もある。
⽔辺にいざなうなら、環境整備が必要
である。（本橋委員）

主な意⾒とその対応状況（５） Sheet 8

議事 主な意⾒等 対応状況

（3）
その他事項
3）
みなさまへ
のお願い
（WEB）

• 情報発信には、WEBサイト以外にも、
ツイッターやフェイスブックなどの
活⽤も考えてはどうか。（原委員）

• 印旛沼についてツイッターに
投稿されたメッセージを
WEBサイトに表⽰する仕組みを
構築している。

• 環境・体験フェアの開催にあたっては、
会場周辺の町内会への発信、
アプローチも検討いただきたい。
⾃分も動くので、健全化会議からも
サポートをお願いしたい。
（太⽥委員）

• 環境・体験フェア検討委員会で、
開催の広報を含めて
検討している。
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（3）各WG等の取組状況

Sheet 9

印旛沼・流域での健全化に向けた取組

• 別紙、配付資料3（2ページ）参照
– 「各ワーキングの取組経緯及び連携の視点」
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WG等の取組報告

1. 浸透WG 12
2. ⽣活排⽔WG 19
3. 農業WG 24
4. ⽔草再⽣WG 29
5. ⽔質改善⼯法検討WG 37
6. ⽣態系WG 57
7. ⽔と地域のネットワークWG 63
8. 学びWG 69
9. 市町みためし 77
10.環境・体験フェア検討委員会 81
11.印旛沼・流域再⽣⼤賞選考委員会 86

シート番号

Sheet 11

1. 浸透WG

＜⽬的＞
流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。
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浸透WGの取組概要
• 取組の背景

– 市街化による不浸透域の増加、地下浸透量の減少による、
地下⽔涵養量・湧⽔量の減少

– 市街地からの降⾬時の表⾯流出に伴う汚濁負荷の流出増加

• ⽬的
– ⾬⽔浸透対策及び市街地負荷削減対策を促進する。

• 主な取組内容
– ⾬⽔浸透マス設置による⾬⽔浸透対策の普及・促進
– 調整池改良による市街地⾯源負荷削減対策の普及・促進
– モデル地域（加賀清⽔）における浸透対策による効果検証

（みためし⾏動 市街地・⾬⽔浸透系WGによる取組）

Sheet 13

浸透WGの取組経緯

2004(H16)年
第1回市街地・⾬⽔浸透系
WG開催
市街地・⾬⽔浸透系WG
延べ19回実施

2011(H23)年1⽉
第1回浸透WG開催

⾬⽔浸透対策の普及・促進

浸透WG
延べ8回実施

（みためし⾏動期間）

調整池改良の⼿引き
（案）の作成印旛沼ルールの作成

組織改定

市街地⾯源負荷削減対策の普及・促進

湧⽔量、湧⽔⽔質
ファーストフラッシュ
等のモニタリング モニタリング

・調整池における堆積⼟砂量

調整池4箇所での改良

住⺠説明会
ワークショップ

⾬⽔浸透マス設置の流域展開検討
・市町ヒアリング
・関係者説明会

市町の浸透対
策の実態把握

調整池改良の
流域展開検討

住宅への⾬⽔浸透マスの設置
道路分離浸透マスの設置

【現在(2014(H26)年度)】
印旛沼ルールを活⽤した
⾬⽔浸透マスの展開と
印旛沼ルールの効果検証

その他の⾬⽔浸透
対策・市街地⾯源負荷
削減対策の検討

放射性物質を
考慮した調整
池改良の展開

2001(H13)年10⽉
印旛沼流域⽔循環健全化
会議⽴ち上げ

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

2004(H16)年2⽉
「印旛沼流域⽔循環健全化
緊急⾏動計画」策定

2015(H27)年度
(第2期期間)

（第1期期間）

流域調整池の
実態把握

Sheet 14
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浸透WGのこれまでの成果と課題

⽬的

課題

取組
内容

成果

市街地⾯源負荷削減対策の効果検証と流域展開

・モデル調整池において⾬⽔調整池改良の効果確認
（堆砂速度の上昇等）

・調整池改良の⼿引き（案）作成

市街地⾯源負荷削減対策の普及・促進

⾬⽔浸透対策の効果検証と流域展開

⾬⽔浸透対策の普及・促進

（モデル地区：加賀清⽔流域）
・調整池4箇所での改良
・モニタリング
⇒調整池における堆積⼟砂量

（流域全体）
・流域調整池の実態把握
・調整池改良の流域展開検討

・地域住⺠の⾃主的な⾬⽔浸透マスの設置
・印旛沼ルールの活⽤⽅法
・⾬⽔浸透マス設置の条例化
・⾬⽔浸透マス以外の⾬⽔浸透対策の検討

・モデル地域において⾬⽔浸透マス設置の効果確認
（湧⽔枯渇⽇数の減少等）

・印旛沼ルールを制定

（モデル地区：加賀清⽔流域）
・住宅への⾬⽔浸透マスの設置
・道路分離浸透マスの設置
・モニタリング
⇒湧⽔量、湧⽔⽔質、ファーストフラッシュ

・住⺠説明会、ワークショップ

（流域全体）
・市町の⾬⽔浸透対策の実態把握
・⾬⽔浸透マス設置の流域展開検討
⇒市町ヒアリング、関係者説明会

・調整池改良の流域全域への展開
・調整池改良以外の市街地⾯源負荷削減対策の検討

Sheet 15

取組指標
達成状況

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績（累計）／H24

⾬⽔浸透マスの設置基数 約1.2万基増/年 8.4万基増 4.0万基増

透⽔性舗装の整備⾯積 約5万m2/年 35万m2増 15.6万m2増

貯留施設の整備貯留量 約2万m3/年 14万m3増 4.8万m3増

浸透WGの今年度の取組
(1) 印旛沼ルールの活⽤による、⾬⽔浸透マスの普及促進

• 建築関連業者への浸透機能に配慮した⾬⽔浸透マス設置等の啓発
• ホームセンター等の販売業者と連携した印旛沼ルール及び補助制度の周知
• ⺠間建築確認審査機関と連携した印旛沼ルールの周知
• 印旛沼ルールの制定による⾬⽔浸透マスの普及効果の把握
• 他流域における取組との連携による印旛沼ルールの周知

(2) 調整池改良の展開
• 既往の改良調整池での堆積⼟砂量調査（2箇所）
• 調査結果を踏まえた維持管理⼿法の検討
• 船橋市が実施する調整池改良の技術的サポート

(3) ⾬⽔浸透マス、調整池改良以外の市街地⾯源負荷削減対策

• 市町が実施している透⽔性舗装等の施⼯⽅法把握
• 船橋市が実施する⼤規模貯留施設（校庭貯留）の技術的サポート

※⾚字は、取組の詳細を後述で紹介している。
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販売業者と連携した印旛沼ルール等の周知

• 佐倉市とホームセンターが協働し、印旛沼ルールや補助制度
の周知を実施
（佐倉市の実施内容をモデルケースとして、今年度、浸透WG他4市にて実施予定）

• 佐倉市内2箇所のホームセンターと打ち合わせを実施
• ⾬⽔浸透マスや⾬⽔貯留タンクの販売促進策を検討中

Sheet 17

補助制度の周知 印旛沼ルールのチラシ設置

船橋市が実施する調整池改良の技術的サポート

• 船橋市が調整池改良を計画中
• 浸透WGで作成した「⾬⽔調整池

改良の⼿引き（案）」に従い実施
• 船橋市として2箇所⽬

– 1箇所⽬は印旛沼流域外

• 今回の改良を含めると印旛沼流域内
に5箇所

Sheet 18

名称 所在地 底⾯積（m2） 容積（m3）

加賀清⽔調整池 佐倉市 1,851 4,894

次郎丸第1調整池 佐倉市 105 506

次郎丸第2調整池 佐倉市 284 196

城⼤栗調整池 佐倉市 1,314 4,857

前原⻄第1調整池 船橋市（流域外） 956 1,541

改良済の⾬⽔調整池の諸元

流入 流出

流入 流出

改良前（加賀清⽔調整池）

改良後（加賀清⽔調整池）

■期待される効果
・堆積時間の増加による市街地⾯源負荷の削減
・流出⼝の⽬詰まりを軽減
・維持管理作業の効率化
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2. ⽣活排⽔WG

＜⽬的＞
流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。

Sheet 19

⽣活排⽔WGの取組概要
• 取組の背景

– ⽣活系排出汚濁負荷量（特にりん）の増加に伴う
印旛沼⽔質の悪化

• ⽬的
– ⽣活排⽔対策を促進する。

• 主な取組内容
– 家庭での⽣活排⽔対策

• モデル地区（清⽔台）における⽣活排⽔対策（住⺠への意識啓発）
とその実施効果の確認

– 制度化の検討・市町連携
• 印旛沼流域で実施可能な制度化の検討（下⽔道整備推進・未接続解消、

浄化槽設置・転換促進、維持管理に関する条例化や補助制度等）
• 市町を対象とした⽣活排⽔対策勉強会の開催

– 固形りん除去剤
• 固形りん除去剤の技術開発および実⽤化検討

Sheet 20
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2001(H13)年10⽉
印旛沼流域⽔循環健全化
会議⽴ち上げ

2004(H16)年8⽉
第1回⽣活系WG開催
⽣活系WG
延べ9回実施2010(H22)年1⽉

「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

2010(H22)年12⽉
⽣活WG開催

【現在(2014（H26)年度)】

2015(H27)年度

家庭での⽣活排⽔対策 固形りん除去剤

制度等先進事例に
関する情報収集・
ヒアリング

市町担当者を対象とした勉強会開催

＜みためし⾏動＞
モデル地区（清⽔台）に
おける⽣活排⽔対策の実施

技術開発

⽣活排⽔WG
延べ7回実施
(2010（H22)〜)

制度化の検討・市町連携

（みためし⾏動）
フォローアップ調査

パンフレット等による啓発

流域実態把握
(市町アンケート・
ヒアリング)

フィールド
実践

市町と連携して実施可能な対策検討

浄化槽事務に関わる
実態調査(ヒアリング)

2004(H16)年2⽉
「印旛沼流域⽔循環健全化
緊急⾏動計画」策定

2011(H23)年8⽉
⽣活排⽔WGに名称変更

⾏政が主体となった
対策メニューの抽出

推進体制の構築

(第2期期間)

(第1期期間)

浄化槽での
実験(効果

モニタリング)

⽣活排⽔WGの取組経緯

制度化による
⽣活排⽔対策の
促進策の検討

りん除去剤の
実⽤化に
向けた検討

Sheet 21

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績（累計）／H24

下⽔道普及率 76％ 84％ 78％

⾼度処理型合併浄化槽※

利⽤⼈数
対象⼈⼝の約3％
(約5,000⼈)

対象⼈⼝の
約17％

対象⼈⼝の
10％

課題

取組
内容

⽬的

固形りん除去剤の実⽤化

成果

既設浄化槽でのりん除去促進

フォローアップ調査
パンフレット等による啓発

モデル地区（清⽔台）に
おける⽣活排⽔対策・モニタ

リングの実施
全国先進事例（条例や補助制度
等）に関するヒアリング･

情報収集・整理

印旛沼流域市町の⽣活排⽔対策
の実態調査・課題整理

固形りん除去剤の技術開発

住⺠の⽣活排⽔対策の
習慣化

りん除去型⾼度処理型合併処理浄化槽の普及
実⽤化・普及に向けて

団地での使⽤と効果の確認
コスト・使い易さ等検討

流域市町の⽣活排⽔対策の現状把握

市町の予算・⼈員体制的制約

フィールド実践計画の作成
⇒2013（H25）年度

⼋街市で実践

制度（条例や補助等）
による⽣活排⽔対策の促進

住⺠意識啓発による
家庭からの負荷の削減

＜みためし⾏動＞
家庭での⽣活排⽔対策の実践 制度化 市町との連携

市町が主体となった
⽣活排⽔対策の推進

勉強会の開催

りん除去効果の確認

⾏政が主体となって実施すべき
対策メニューの抽出

下⽔道未接続の解消

浄化槽の維持管理に対する住⺠意識の向上
・⾏政による維持管理状況の把握

⽣活排⽔WGのこれまでの成果と課題
Sheet 22

浄化槽での実験
(効果モニタリング)

⽣活排⽔対策に関する
流域市町ヒアリング・

アンケート

取組指標
達成状況 ※りん除去型はほとんど

普及していない。
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⽣活排⽔WGの今年度の取組
(1)制度化に向けた⽣活排⽔対策の促進策の検討
• 浄化槽の適正管理について意識啓発・協働

（維持管理不⾜による悪影響の定量化）
• 市町設置型の浄化槽整備事業の促進

（埼⽟県等、他⾃治体市町村における事業実施の
背景、経緯、⽬的を調査）

• 勉強会の開催
（浄化槽設置・転換、維持管理等に関する先進事例等を

流域市町と情報共有）

(2)りん除去剤の実⽤化に向けた検討
• フィールド実践結果を受けて、住⺠意識醸成、コスト負担軽減、

使いやすい製品への改良等について具体策を検討

Sheet 23

3. 農業WG

＜⽬的＞
流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。

Sheet 24
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農業WGの取組概要
• 取組の背景

– 農地、特に畑で過剰に施⽤された肥料成分（窒素成分等）
による汚濁負荷の増加

– 環境にやさしい農業は、適正施肥により畑への窒素成分の
過剰な投⼊を抑制し、印旛沼へ流出する窒素負荷量の低減
に寄与

• ⽬的
– 環境にやさしい農業を推進する。

• 主な取組内容
– 環境にやさしい農業の普及・促進
– 適正施肥農業の試⾏・効果検証（⽴沢地区）

（みためし⾏動農地系WGでの取組）
– 冬期湛⽔の試⾏・効果検証（萩⼭新⽥⼲拓地）

（みためし⾏動冬期湛⽔による取組）

Sheet 25

農業WGの検討経緯

2004(H16)年8⽉
第1回農地系WG開催

農地系WG
延べ16回実施

2010(H22)年12⽉
農業WG開催

冬期湛⽔による
効果検証

適正施肥農業の試⾏

農業WG
延べ6回実施

（みためし⾏動期間）

冬期湛⽔農業の試⾏

・⽣産：ちばエコ農産物⽣産者意識調査
・流通：環境にやさしい農業の先進事例

の整理
・消費：印旛沼流域環境体験フェアでの

農業関係の企画・展⽰
・消費：学校との連携

関係⾏政機関と普及⽅策
に関する意⾒交換

組織改定

適正施肥農業による
効果検証環境にやさしい農業の普及・促進

窒素の削減を確認
硝酸態窒素濃度の
減少を確認

流通・消費・⽣産⾯での普及課題を整理

冬期湛⽔報告書の
作成・発信

流通・消費・⽣産⾯での⼀体的な取組
⇒販売促進プロジェクトの実施

施⽤施肥量削減に向けた啓発活動

2001(H13)年10⽉
印旛沼流域⽔循環健全化
会議⽴ち上げ

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

2004(H16)年2⽉
「印旛沼流域⽔循環健全化
緊急⾏動計画」策定

（第1期期間）

2015(H27)年度
（第2期期間）

流域への展開⽅法検討

ちばエコ農業等の
環境にやさしい農業の普及・促進

ちばエコ農業の実施・販売状況の整理

ちばエコ農業等の
環境にやさしい農業の普及・促進

※冬期湛⽔は、みためし⾏動農地系
WGとは別の取組である
みためし⾏動冬期湛⽔による取組

【現在(2014（H26）年度)】

Sheet 26
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これまでの成果と課題

課題

取組
内容

⽬的

成果

ちばエコ農業の普及促進に向けて、
現在の状況把握、普及の問題点や⽅策整理

・ちばエコ農業等の普及促進に関する課題を整理

印旛沼への施⽤窒素量を軽減していく
⽅策の⼀つとして流域への展開が必要 ⽣産・流通・消費の⼀体的な取組が必要

冬期湛⽔による
効果検証

ちばエコ農業等の環境にやさしい農業の普及・促進適正施肥農業
による効果検証

・脱窒効果による周辺地下⽔
の窒素濃度の低下を確認

・⽣物多様性への寄与を確認
・冬期湛⽔報告書の作成、
発信

・適正施肥により
収量への影響が
少ないことを
確認

・流出先の湧⽔の
窒素濃度の低下
をモニタリング
により確認

施肥が湧⽔に
与える影響の把握

冬期湛⽔による
⽔質改善の効果検証

・モデル地区（萩⼭新⽥
⼲拓地）にて、冬期湛⽔
農業の試⾏

・モニタリングの実施
・流域への展開⽅法検討
・冬期湛⽔報告書の作成、
発信

・モデル地区（⽴沢
地区）にて、
適正施肥農業の
試⾏

・モニタリング
の実施

・流域への展開⽅法
検討

【流通】
・ちばエコ農業の
販売状況の
整理

・流通業者への
ヒアリング

【⽣産】
・ちばエコ農業の実施
状況の整理

・ちばエコ農産物
⽣産者意識調査

・環境にやさしい農業
の先進事例の整理

【消費】
・印旛沼流域環境体験フェア等
イベントを通じた
環境にやさしい農業の
普及啓発活動

・学校と連携した環境にやさしい
農業の普及啓発活動

・⾏政関係機関での情報の共有、環境にやさしい農業の普及⽅策に係る協議

【⽣産】
・リスクが伴う
メリットが少なく
取り組む⽣産者が
少ない

【消費】
・消費者に⼗分認知されていな
い。

【流通】
・ちばエコの
取扱い店が
少ない
・収量が安定せず
⼤規模な販売に
向かない

※農業WGとは別の取組である
みためし⾏動冬期湛⽔による
取組

※みためし⾏動冬期湛⽔に
得られた成果であるが、
必要に応じて農業WGで活⽤

Sheet 27

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績／H24
ちばエコ農業による
耕作⾯積

⽔稲：246ha
⽔稲以外：398ha

増加 ⽔稲：288ha
⽔稲以外：396ha

エコファーマー認定件数 407件 増加 481件

取組指標
達成状況

農業WGの今年度の取組
(1) キレイな印旛沼を⽬指す農産物を⾷べようプロジェクト

• プロジェクト名称の検討
• プロジェクトで取り扱う農産物の抽出
• 全農、JA、スーパー等との役割分担の整理
• 環境・環境フェア等を活⽤した販売イベント

＜プロジェクトのキャッチコピー（案）＞
〜⾷べることは、印旛沼の「キレイ」につながる。 〜

Sheet 28

＜プロジェクトの⽬的＞
⽣産・流通・消費が⼀体となってちばエコ農産物等の環境にやさしい農産物
を普及させることにより、印旛沼に流⼊する窒素負荷量の低減をはかる。
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4. ⽔草再⽣WG

Sheet 29Sheet 29

⽔草再⽣WGの取組概要

• 取組の背景
– 沈⽔植物等の⽔草群落が減少
– 印旛沼の⽔質改善のためには、⽔草群落の再⽣が必要
– 特に、沈⽔植物群落の再⽣⼿法は未確⽴

• ⽬的
– 沈⽔植物群落の再⽣等に関する技術的検討を⾏う。

• 主な取組内容
– 植⽣再⽣実験
– 植⽣帯整備箇所における沈⽔植物群落等の再⽣

Sheet 30
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内容反映

2009(H21)年2⽉
河川事業計画(案)
(第1期計画)策定

⽔草再⽣WGの検討経緯
2003(H15)年1⽉
⽔質検討会⽴ち上げ

2004(H16)年9⽉
第1回植⽣検討WG開催

植⽣検討WG
延べ16回実施

2010(H22)年10⽉
第1回⽔草再⽣WG開催

組織改定

2015(H27)年度

2020(H32)年度

2025(H37)年度

2030(H42)年度

植生再生実験 植生帯整備及び沈水植物群落の再生

7つの植⽣
再⽣実験

⽔草再⽣WG
延べ8回実施

植⽣帯整備
・既往整備箇所での
沈⽔植物群落の再⽣

・新規整備

（終了）
※養殖池植⽣再⽣

実験地は、系統
維持拠点として
維持管理

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

(第1期期間)

【現在(2014（H26)年度)】

Sheet 31

北須賀
1⼯区⼋代2

⼯区

⼋代3
⼯区

甚兵衛⼤
橋⼯区

⾼⽔敷発芽実験地
を活かした整備

⼟浮東
4⼯区⾈⼾⼤橋

1⼯区

⾈⼾⼤橋
2⼯区

植⽣帯
整備の開始
植⽣帯
整備の開始

⾅井⽥東
⼯区

⼋代4
⼯区

⼀部で成功
⾷害影響の
顕在化

⼀部で成功
⾷害影響の
顕在化

⾷害対策の
知⾒蓄積
⾷害防⽌
※シェルター
による再⽣の
成功

⾷害対策の
知⾒蓄積
⾷害防⽌
※シェルター
による再⽣の
成功

沼内対策の
メイン対策
に位置づけ

沼内対策の
メイン対策
に位置づけ

⼋代1
⼯区

成果の
反映

植⽣再⽣
の評価

系統維持拠点の
リスクマネジメ
ント
(養殖池は終了)

植⽣帯整備

台⾵26号
による被害

1

・沈⽔植物群落の⼤規模な再⽣に向けては、以下が課題
・沼の濁度が⾼いため沈⽔・抽⽔植物の⽣育可能範囲が近く、濁度の改善が必要
・⾷害防⽌柵の⼤型・簡易化が必要

・印旛沼の⽔質改善シナリオの⾒直しが必要（植⽣再⽣だけでは⽔質改善は困難）

これまでの成果と課題

課題

取組
内容

⽬的

1.植生再生実験 2.植生帯整備及び沈水植物群落の再生
埋⼟種⼦の存在の確認
沈⽔植物の⽣育条件の検証
植⽣の⽔質改善効果の検証

植⽣基盤を創出するための植⽣帯整備
整備箇所での沈⽔植物群落の再⽣

7つの植⽣再⽣実験を実施
A：底泥撒きだし実験
B：⾼⽔敷発芽実験
C：養殖池植⽣再⽣実験
D：系統維持(沈⽔植物株分け)
E：沈⽔植物発芽・定着確認実験

（通称：タライ実験）
F：現存植⽣機能調査
G：隔離⽔塊実験

植⽣の⽔質改善効果が未検証
⇒沈⽔植物群落の再⽣規模が
・⼩さく、検証できなかった。

成果

Sheet 32

・埋⼟種⼦の存在・発芽可能で
あることを確認
⇒再⽣した種は系統維持

・現⽔質でも発芽・⽣育は可能
・発芽可能⽔深は、30~50cm
程度（現在の⽔質では）
※但し、消波、⾷害を防⽌状態

・現存植⽣（オニビシ）による
底泥巻きあげ抑制効果を確認

◆植⽣帯整備
＜隔離⽔域⽅式＞ ＜開放⽔域⽅式＞

◆沈⽔植物再⽣の取組

⼋代1⼯区
甚兵衛⼤橋⼯区

⽔位
管理

埋⼟種⼦
撒きだし

沈⽔植物
の移植

抽⽔植物
の管理

・沈⽔植物群落の
再⽣に成功

消波⼯設置⼯法
⼋代2⼯区
⼋代3⼯区

緩傾斜湖岸⼯法
北須賀1⼯区
⾈⼾⼤橋1⼯区

沖合いマウンド⼯法
⼟浮東4⼯区
⾈⼾⼤橋2⼯区

⾷害
防御

オニビシ
の管理

⾷害の
防⽌

・沈⽔植物群落の
再⽣に成功

・浚渫盛⼟による植⽣
再⽣の可能性を確認
・⾷害防⽌や移植によ
る再⽣⼿法の確⽴

・浮葉植物（アサザ
等）の再⽣に成功
・抽⽔植物の遷移抑
制効果の確認

取組指標
達成状況

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績（延べ延⻑）／H24
植⽣態整備⾯積（延⻑） 約760m 8,000m 2,294m

・抽⽔植物の遷移
抑制⽅法の検討

・沈⽔植物提供拠点
としての維持管理

・抽⽔植物の遷移
抑制⽅法の検討

・⾷害防⽌柵の
⼤型・簡易化

・印旛沼の埋⼟種⼦を使⽤した沈⽔植物群落の再⽣に成功
⇒成功した種は系統維持（中央博物館）

・沈⽔植物の再⽣に関する⼿法の確⽴、知⾒蓄積
・抽⽔植物の拡⼤
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⑦⼋代3⼯区

⼤⽵⼯区

植⽣帯整備状況
Sheet 33

①⼋代1⼯区、②甚兵衛⼤橋⼯区
成果：沈⽔植物群落の再⽣に成功
課題：沈⽔植物の供給拠点として継続維持

維持管理（抽⽔・浮葉植物への遷移、
⽔位管理等）の簡素化

④北須賀1⼯区
成果：⾷害防⽌や沈⽔植物移植に

より沈⽔植物の再⽣に成功
特定の沈⽔植物（マツモ）
は⾷害防⽌なしでも再⽣
抽⽔植物群落の拡⼤

課題：⾷害防⽌柵の⼤型・簡易化

⑤⼟浮東4⼯区

成果：⾷害防⽌や沈⽔植物移植により
沈⽔植物の再⽣に成功
⼀部、⾷害防⽌なしでも再⽣（沈⽔
植物：マツモ、浮葉植物：ガガブタ）

課題：浮葉植物（オニビシ）の繁茂抑制
（⼀⾯を覆っており、オニビシ以外
の再⽣箇所がない）

⑥⾈⼾⼤橋1⼯区
成果：⾷害防⽌により沈⽔植物の再⽣

に成功
抽⽔植物群落の拡⼤

課題：⾷害防⽌柵の⼤型・簡易化

③⼋代2⼯区
（実験的な位置づけの⼯区）
成果：⾷害防⽌による植⽣再⽣

⼿法を確⽴
抽⽔植物群落の拡⼤

課題：⾷害防⽌柵の⼤型・簡易化
⑦⼋代3⼯区、⑧⾈⼾⼤橋2⼯区
※2013(H25)年度に整備したため、

現在モニタリング中

北印旛沼

⻄印旛沼

北須賀2〜3⼯区

⼋代4⼯区

⾅井⽥⼯区

⼟
浮
東
5
⼯
区

⼟
浮
東
1
〜
3
⼯
区

⑥船⼾⼤橋1⼯区
⑧船⼾⼤橋2⼯区

④北須賀1⼯区

①⼋代1⼯区
③⼋代2⼯区

②甚兵衛⼤橋⼯区

⑤
⼟
浮
東
4
⼯
区

植⽣帯整備の再⽣状況と確認された効果
・⽔質改善：浮葉植物による底泥の巻きあげ抑制効果等を確認
・⽣態系機能改善：再⽣した植⽣帯における多様な⽣物による利⽤等を確認

Sheet 34

北須賀⼯区：
植⽣帯に繁茂する抽⽔植物

⾈⼾⼤橋⼯区：
植⽣帯に繁茂する浮葉植物（アサザ）

⼋代1⼯区：
植⽣帯に繁茂する沈⽔植物群落

⼟浮東港区：
⽔⽣⽣物の⽣息環境となっている⽔草
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⽔⽣植物の系統維持の意義
印旛沼で消失しかけていた沈⽔植物等の再⽣・系統維持に成功
 植物の種⼦には寿命があり、40-50年が経過すると再⽣が困難になると考えられている

（印旛沼開発竣⼯（1969年）から既に45年が経過（2014年現在）
 将来の印旛沼全体への⽔⽣植物再⽣のため種⼦ストックの維持が必要

（現在、浮葉植物2種、沈⽔植物26種の系統維持を実施）

提供：東邦大学西廣淳（未発表）「湖底の土砂中の埋土種子を活用した湖岸植生再生事
業の例（霞ヶ浦）」（環境省地球環境総合推進費S-9-4）

Sheet 35

⽔草再⽣WGの今年度の取組内容

(1)植⽣の再⽣
• ⾷害防⽌柵（シェルター）の⼤型・簡易化により沈⽔植物の⽣息範囲を拡⼤
• ⼤規模な出⽔等による植⽣帯への被害リスクに対する系統維持・供給拠点の

リスクマネジメントの検討
• ⺠間等（千葉英和⾼校）との連携によるモニタリング等の⽀援・普及

(2)植⽣再⽣の評価

• 植⽣再⽣による⽔質改善、景観形成、⽣物多様性向上等の総合的評価・検証

Sheet 36
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5. ⽔質改善⼯法検討WG

Sheet 37

⽔質改善⼯法検討WGの取組概要

• 取組の背景
– 印旛沼の⽔質改善に向けては、技術的根拠にもとづき、

効果的な対策の実施が求められている。
– 対策の検討の基礎データとなる、印旛沼の⽔質形成機構を

整理する必要がある。

• ⽬的
– 印旛沼の効果的・効率的な⽔質改善⼿法に関する

技術的検討を⾏う。

• 主な取組内容
– ⽔質形成機構の整理
– ⽔質改善対策の検討

Sheet 38
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内容反映

2009(H21)年2⽉
河川事業計画(案)
(第1期計画)策定

⽔質改善⼯法検討WGの検討経緯
2003(H15)年1⽉
⽔質検討会⽴ち上げ

2004(H16)年10⽉
第1回⽔質改善効果検討WG開催

⽔質改善効果検討WG
延べ16回実施

2010(H22)年12⽉
第1回⽔質改善⼯法検討WG開催

組織改定

2015(H27)年度

2020(H32)年度

2025(H37)年度

2030(H42)年度

水質形成機構の整理 水質改善対策の検討（⽔位変動実験）

⽔質モデルの構築

対策メニュー抽出

効果の把握

⽔質形成機構の
整理

⽔位変動実験
の実施可能性
の検討

第1回実験

第2回実験健全化計画の対策量の
⽔質改善効果の把握

⽔質形成機構の
再整理

導⽔、流動等、河川事業計画（案）に
取り込まなかった対策の再検討の必然性

⽔質改善対策の
検討 対策の1つとして

可能性を検討

⽔質改善⼯法検討WG
延べ５回実施

第2期計画の⽔質改善対策
の抽出・効果の把握

計画⽬標値等の検討

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

(第1期期間)

【現在(2014（H26)年度)】

Sheet 39

これまでの成果と課題

◆⽔質改善対策の効果◆主な対策

課題

取組
内容

⽬的

1.⽔質形成機構の整理 2.⽔質改善対策の検討 （3.⽔位変動実験）

効果的な⽔質改善対策を実施する
ための整理

印旛沼で適応可能な⽔質改善対策の検討
⽔質改善効果の定量化
河川管理者が実施するべき事業の抽出

印旛沼における
⽔位低下の可能性の検討、
影響の把握

印旛沼の⽔質
悪化原因の整理

植⽣再⽣の
必要性

⽔質形成機構の
整理・解明

近年の⽔質悪化要因の原因不明
⇒最新データによる形成機構の
再整理

植⽣
再⽣

浚渫

導⽔
流動

⼤和⽥
流動化停⽌

⽔位
低下

H20年度 河川事業計画(案)
H21年度 健全化計画

⽔質改善効果あり

効果は限定的

導⽔⽔質等により
変化、効果は限定的

効果は限定的

底泥巻き上げは増加
だが、⽔質への悪影
響は⼩さい

⽔質
シミュレ
ーション

⽔質が改善していない
⇒⽔質改善対策の抽出、効果の把握
⇒流域対策との効果的な組み合わせ
⇒沈⽔植物再⽣の代替案の検討

⽔位低下による影響の
整理

2回の⽔位変動実験を
実施

下流河川(⻑⾨川)の
濁質が上昇、浄⽔場で
臭気が発⽣
⇒以降の実験中⽌

臭気発⽣メカニズムの
解明、影響の少ない
実施⽅法の検討

・植⽣再⽣への寄与の
可能性を確認
・浮泥の流出を確認

成果
⽬標、⽔質指標
の検討

・流域・沼内の⾃浄作⽤の
低下
・通年はリン制限、夏場は
窒素制限の時期もある
・⿅島川は平常時ほぼ取⽔
され流⼊影響は⼩さい
・オニビシには底泥
巻き上げ抑制効果がある
・印旛沼は濁質が溜まって
いく系になっている
・低地排⽔路は沼⽔質より
⽔質の濃度は低い
以上のことを確認

流域対策
※健全化の検討成果

Sheet 40
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COD(北印旛沼中央)
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COD 溶存態CODCOD(上水道取水口下)
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COD 溶存態COD

溶存態は5mg/L程度で横ばい

近年悪化傾向

オニビシ
刈り取り

悪化傾向

オニビシ
刈り取り

オニビシ
刈り取り後に
水質が悪化

※オニビシの効果
・底泥巻き上げ抑制
・栄養塩の吸収、除去

オニビシ
刈り取り後に
水質が悪化生活系対策

やオニビシによる
水質改善効果

印旛沼の⽔質形成機構（⽔質変化の状況）

●上⽔道取⽔⼝下
（⻄沼）

●北印旛沼中央
（北沼）

 ⻄沼は、
– 1980年頃~2000年頃にかけて⽣活系対策の実施により流⼊河川の⽔質（りん）は改善傾向（次シート参照）
– 1980年代後半に⼤繁茂していたオニビシの刈り取りを実施したところ、⽔質が悪化（1995年ごろにピーク）
– 以降、⽔質悪化が進み、1995（H7）年頃にピークとなり、その後改善

傾向となったが、2000（H12）年代後半から再び⽔質が悪化している。
 北沼は、

– 悪化傾向がより顕著であり、現在では⻄沼より⽔質が悪化している。
 2005年ごろから再び⽔質悪化傾向だが、溶存態CODはほぼ横ばい状況であり、

近年の悪化傾向の要因は、内部⽣産の影響が考えられる。
最⼤値

平均値

最⼩値

Sheet 41

41

懸濁態
（主に内部生産）

溶存態
（主に流域流入）

流⼊河川の⽔質状況 Sheet 42

神崎川：COD
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• CODは⻑期的にやや改善傾向である。
• 全窒素は、2000年頃まで改善または横ばい程度であるが、以降はやや悪化傾向である。
• 全リンは、⻑期的に⾒ると改善しているが、近年は横ばいまたは悪化傾向である。

年度年度

やや改善やや改善

近年悪化

やや悪化

高崎川 神崎川

近年横ばい

最大値

平均値

最小値

やや悪化

改善 改善

改善
横ばい
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印旛沼の⽔質形成機構（流域での排出負荷量の変化）

• 流域全体としての排出汚濁負荷量は、
1980(S55)年以降減少してきたが、
2005(H17)年頃からは横ばいの傾向

• 主な減少要因
– 下⽔道の整備
– 合併処理浄化槽の普及
等、⽣活系からの負荷量減少

• ⼀⽅で、市街地等、
農地系（⽔⽥＋畑）、
産業系（事業所＋畜産）からの
負荷量はほぼ横ばいで、相対的に
その割合が⼤きくなってきている。

データ出典：千葉県⽔質保全課

COD

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2012

排
出

汚
濁
負
荷
量

(
k
g
/
日

)

生活系

産業系

市街地等

畑

水田

山林

水面

10,104
9,248 8,910

8,411 8,025 7,890
7,486

T-N

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2012

排
出

汚
濁
負
荷

量
(
k
g
/
日

)

生活系

産業系

市街地等

畑

水田

山林

水面

4,781

4,107
3,730 3,576 3,447 3,432 3,353

T-P

0

100

200

300

400

500

600

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2012

排
出
汚
濁

負
荷
量
(
k
g
/
日
)

生活系

産業系

市街地等

畑

水田

山林

水面

460
422

374 359 356 348
315

⾯源系
⽣活系

※市街地等：⼟地利⽤の｢市街地｣+ ｢宅地｣+ ｢道路｣に該当

年度

年度

年度

Sheet 43

印旛沼の⽔質形成機構（市町別排出負荷量（全リン）変化）

- 全体では改善傾向の⽣活系負荷も⼀部の地域では横ばいまたは増加の傾向
- 市町別にみると増加している地域が存在する。
- 今後は⽣活系対策に加え、事業所系対策も重要（量的に多い地域、増加地域の存在）

※％は市町全体の排出負荷
量に対する各市町の排出
負荷量の割合を⽰す

■山林
■田
■畑
■宅地
■市街地
■道路
■公園等
■水面
印旛沼流域
流域界

地図凡例
■山林
■田
■畑
■宅地
■市街地
■道路
■公園等
■水面
印旛沼流域
流域界

地図凡例

■市街地等
■農地系
■事業所系
■生活系

グラフ凡例

※ 栄町は指定湖沼地域外の
ため、データ無し
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印旛沼の⽔質形成機構（⽣活排⽔対策の現状・将来計画）

 ⽣活系負荷削減の対策は今後も重要
– ⼋街市、富⾥市以外の市は、計画通りに下⽔道整備を

実施することが重要（将来計画（H42）で下⽔道整備率がほぼ100％）
– ⼋街市、富⾥市は、下⽔道の整備だけなく、

リン除去型⾼度処理合併浄化槽の普及も重要
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※2009年度計画策定時のデータ

印旛沼の⽔質形成機構（北沼／⻄沼の⽔質特性）
• ⻄沼：流⼊負荷量の80％以上は⻄沼に流⼊し、リン制限
• 北沼：⻄沼の⽔質影響を受ける。また、滞留時間が⻑く滞留による影響が⼤きい
No
. 項⽬ ⻄印旛沼 北印旛沼 全体

1 ⽔質状況 • CODは10mg/L以上と⽔質が
悪化、2ヶ年連続全国湖沼⽔質ワースト1

• 1990（H2)年ごろまでは⻄沼よりも⽔質は
良かったが、その後ほとんど同じレベルに
悪化している。

2 底質状況
• 北沼よりも悪化傾向。
特に新川部分の底質が悪化している。
（流⼊負荷の影響）

• ⻄沼に⽐べると良好ではあるが
冬場の⾵が強い⽇などでは、
底泥まきあげによる濁りが発⽣している。

3 流域
から
の
流⼊
負荷
量

COD
Kg
/
⽇

8,550(82%) 1,817(18%) 10,367

4 全窒素 4,043(82%) 498(11%) 4,541

5 全リン 176(85%) 31(15%) 207

6 滞留
時間

かんがい期
⽇

8.8 13.7 11.3

7 ⾮かんがい期 8.2 16.4 11.9

8 N/P
⽐

かんがい期 60（リン制限） 10（リン・窒素制限） 30

9 ⾮かんがい期 170（リン制限） 120（リン制限） 140

10 植⽣ • オニビシが繁茂（刈り取りを実施中） • オニビシが繁茂

11 考察

• 流⼊負荷量の8割は⻄沼に流⼊
• 内部⽣産は北沼に⽐べると活発に起こり、
⽔質は内部⽣産によって決定する。

• 通年通してリン制限であり、リン対策が
効果的である。

• ⻄沼での内部⽣産により栄養塩は消費されて
北沼に流⼊していると考えられる。特にその
影響はかんがい期に現れ、窒素制限になる。

• ⻄印旛沼に⽐べると滞留時間が⻑く、滞留に
よる⽔質悪化の影響を受けやすい可能性がある。

Sheet 46
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印旛沼の⽔質形成機構（近年の⽔質悪化要因の分析）

 季節別に⾒ると、特に秋の⽔質が悪化傾向である。
＜秋の⽔質悪化原因＞

– 気温上昇による影響（気温上昇⇒⽔温上昇⇒植物プランクトンの活性化）
– リンの増加による影響（リン増加⇒植物プランクトンの活性化）

Sheet 47

増加傾向

増加傾向

増加傾向

⼿賀沼の⽔質状況
 北千葉導⽔の影響が⼤きく、傾向が把握しにくいが、

⽔温は上昇傾向（特に秋は顕著）
りん（T-P）は横ばい
クロロフィルa（Chl.a）は横ばい

Sheet 48

北千葉導水開始

増加傾向

北千葉導水開始

⽔温は印旛沼と同様の傾向である
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霞ヶ浦の⽔質状況
Sheet 49

 霞ヶ浦の⽔質状況は、
⽔温は上昇傾向（特に秋は顕著）
りん（T-P）は上昇傾向
クロロフィルa（Chl.a）は横ばい

⽔温、りんは印旛沼と同様の傾向である

増加傾向

増加傾向
増加傾向

増加傾向

印旛沼の⽔質形成機構（沼内リン増加原因の考察）

■降⾬時の流⼊河川からの供給の可能性
• 平常時に測定している河川⽔質が改善傾向であることから、

平常時の供給量は減少していると考えられる。
• リンは降⾬時に多く流⼊するため、平常時の河川⽔質には現

れないが、降⾬時の供給が増加している可能性がある。

■ 底泥溶出量の増加の可能性
• ⽔温上昇に伴い、底泥溶出量が増加している可能性がある。
• 浮泥が蓄積傾向であるため、底質が悪化し、底泥からの

供給（溶出、巻き上げ）量が増加している可能性がある。

Sheet 50
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今後の⽔質改善対策の⽅向性
Sheet 51

• 内部⽣産の抑制等、沼内対策が重要 （Sheet 62）

• 近年の排出負荷量は市街地や農地などの⾯源系では増加傾向
がみられ、⾯源負荷対策が重要（Sheet 63、64）

• 点源対策では、⽣活系負荷量のさらなる減少が重要
（Sheet65、66）

– 下⽔道の整備予定地域では計画に従い確実に⾏い、その他は、リンを除去
できる⾼度処理型合併処理浄化槽の普及等の対策が必要である。

• まずは⻄沼の⽔質改善を進めていくことが重要
– 流⼊負荷の80％は⻄沼に流⼊し、⻄沼の⽔が北沼に流⼊するため、まず⻄沼の

⽔質改善が必要である。（Sheet 67）

• 温暖化の影響（気温上昇・降⾬パターンの変化）、および
底質悪化による⽔質悪化も考慮していくことが重要（Sheet 68、69）

– 今後さらに⽔質悪化しやすい状況になる懸念がある。⽔質形成機構を踏まえ
た、より効率的・効果的な対策が必要である。

– なお、流域対策には流域住⺠・流域市町等、全関係者の協⼒が必要である。

⽔質改善⼯法検討WGの今年度の取組内容

(1)第2期⾏動計画(案)の⽔質改善対策の抽出、効果の把握
• 昨年度実施した⽔質形成機構の整理や⽔質悪化要因をふまえて、

⽔質改善対策メニューの抽出
• ⽔質解析モデルによる対策の効果予測
• 流域対策を含めて、⽔質改善に向けた最適な対策の組み合わせを検討

Sheet 52
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⽔草再⽣WG、⽔質改善⼯法検討WG

今後の検討体制

Sheet 53

⽔質改善⼯法検討ＷＧ・⽔草再⽣ＷＧの位置づけ

・湖内の⽔質形成機構の解明
・⽔質改善を進めるための効率的な事業・施策の選定
・具体的な事業推進の検討

・沈⽔植⽣群落の再⽣等に関する検討
（植⽣帯整備の検討、

植⽣帯モニタリング計画など）

・効果的・効率的な⽔質改善⼯法に関する検討
（⽔位低下、浚渫、導⽔、流動化、
その他新⼯法など）

印旛沼⽔質改善技術検討会
【⽔質改善対策の検討・⽔質問題の専⾨的な議論】

⽔草再⽣ワーキング ⽔質改善⼯法検討ワーキング

Sheet 54
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第１期における検討成果と今後の課題
■ ⽔草再⽣ワーキング ■ ⽔質改善⼯法検討ワーキング

● 主な成果
・沈⽔、浮葉植物の系統維持に成功
・隔離⽔域における⽔草による

⽔質改善、⽣物多様性の回復の確認
・抽⽔植物帯の拡⼤

● 今後の課題
・⽔質改善対策の中での

⽔草再⽣の位置づけ
・維持管理体制の構築 等

● 主な成果
・⽔質形成機構の整理・解明
・近年の⽔質悪化の要因の把握

今後の⽔質改善対策の⽅向性
を決定

● 今後の課題
・流域・沼内の最適な

⽔質改善対策の組合せの検討
・第２期における

河川・沼内対策計画の検討

相互に関連し、⼀体不可分であるため、
両ワーキングを合同開催し、第２期の検討を実施

Sheet 55

今後の検討体制
■ 合同ワーキングの構成

・座⻑：福濱⽔質改善⼯法検討ワーキング座⻑
・メンバー：⽔草再⽣ワーキング及び⽔質改善⼯法検討ワーキングの

メンバー、オブザーバー

■ 検討事項
●第1期⾏動計画の進捗（特に⽔草の再⽣進捗）を踏まえた

⽔質改善シナリオの⾒直し
• 短中期の⽔質改善シナリオ

早期事業効果発現に資する⽔質改善対策の実施
• ⻑期の⽔質改善シナリオ

将来⽬標（5mg/L,3mg/L）の達成にあたっては、
短中期の⽔質改善を前程とした沈⽔植物群落の再⽣が必要
（そのため、持続可能な系統維持が必要）

●流域・沼内の最適な⽔質改善対策の組合せの検討
（第２期における⽔質改善対策の検討）

●第２期における河川・沼内対策計画の検討 ほか

Sheet 56
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6. ⽣態系WG

流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。

Sheet 57

⽣態系WGの取組概要
• 取組の背景

– 宅地開発や埋め⽴て等による⽣物の良好な⽣息・⽣育適地の
減少

– かつて⾒られた在来種の減少、外来種の増加による⽣態系の
劣化

• ⽬的
– 流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。

• 主な取組内容
– 流域⽣態系の把握と保全
– ⽣態系に悪影響を及ぼす動植物への対策

Sheet 58
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⽣態系WGの検討経緯

⽔草探検隊
延べ5回実施

2010(H22)年1⽉
第1回⽣態系WG開催

組織改定

⽔草探検隊の実施 流域⽣態系の
把握⼿法の検討

⽔草探検隊
の実施

⽔草探検隊
の継続実施 流域⽣態系把握

⼿法の検討

緊急を要する検討

⽣態系WG
延べ6回実施

⽣態系保全に向けた
⽬標の設定

⽔草マップ作成

2005(H17)年9⽉
第1回⽔草探検隊開始

環境学習も兼ねて
周辺の学校と実施

学びWGと
連携した
⽔草探検隊の実施

⽬標：ふるさとの⽣き物育む印旛沼・流域を踏まえて
・⽔草だけでなく、流域全体の⽣態系の把握が必要
・ナガエツルノゲイトウ等緊急を要する対応が発⽣

⽣態系に悪影響を
およぼす種の対策検討

流域⽣態系の把握と保全

継続実施
⽣態系に悪影響
をおよぼす種の
リストアップ

要管理植物の
管理計画案の
作成

2001(H13)年10⽉
印旛沼流域⽔循環健全化
会議⽴ち上げ

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

2004(H16)年2⽉
「印旛沼流域⽔循環健全化
緊急⾏動計画」策定

(第1期期間)

2015(H27)年度
(第2期期間)

【現在(2014（H26）年度)】

Sheet 59

ナガエツルノゲイ
トウ管理計画案
の作成・実践

これまでの成果と課題

課題

取組
内容

⽬的

⽣態系に悪影響をおよぼす
動植物への対策

流域⽣態系の把握
（⽔草探検隊の実施） （流域⽣態系の把握⼿法の検討）

成果

印旛沼流域の⽔草
の分布状況の把握

健全な流域⽣態系を保全していくため、
流域⽣態系の把握⼿法の検討

すでに実害が⽣じている⽣物
に対する対策⽅法の検討

⽔草探検隊の実施
※実施当初より周辺学校と協働
し、環境学習を兼ねた取組とし
て
実施

※H22年度より、学びWGに
おけるモデル校主催による
取組として実施

・過去と現在の⽣態系の評価
・流域を代表する指標種の
リストアップ

・解析モデルによる⽣態系評価の試⾏
・流域の⽣物データの収集⽅法の検討

・⽣態系に悪影響をおよぼす
動植物のリストアップ

・実害状況等をふまえ、
対策の重要性の分類

⽔草マップの取りまとめ
（ほぼ流域全体で作成）

流域の⽣物データ収集の⽅向性の確認
（ “⽣命のにぎわいプロジェクト”※
でデータを収集していく）
※⽣物多様性センターの実施事業

対策を講じる必要のある種を
把握、影響の⼤きさ、
対策の緊急性等でグループ化

継続して分布状況を把握し
ていく仕組みづくり

流域⽣物データの収集の仕組みづくり
流域⽣態系保全に向けた⽬標の検討

対策の実施⽅法、実施体制の
構築
科学的な根拠に基づく効率的な
対策を⾏うための基礎研究

Sheet 60

取組指標
達成状況

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績（累計）／H24
特定外来⽣物の
駆除

侵⼊・拡⼤ 侵⼊・拡⼤
させない

カミツキガメ1322頭、
ナガエツルノゲイトウ7640m2駆除
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⽣態系WGの今年度の取組

(1)ナガエツルノゲイトウ管理計画（案）
の実践と更新

• 効果的、効率的な管理⽅法の検討
• 管理計画（案）の更新
• 関係者協働によるナガエツルノゲイトウ

の分布調査

(2)要管理植物の管理計画（案）
の作成

• オニビシの管理計画（案）の作成
• 新たな要管理植物が侵⼊した場合の

通報システム構築検討
• 要管理植物等の⽣態系DBの構築

等
※⾚字は、取組の詳細を後述で紹介している。

Sheet 61

◆ナガエツルノゲイトウ管理計画(案)（概要）
・印旛沼流域でのナガエツルノゲイトウの管理

の⽅針を⽰したもの。
・ナガエツルノゲイトウの⽣態的特徴、

分布状況、分布拡⼤要因、被害状況、
管理⽅針、管理実施計画を
取りまとめている。

・順応的管理の考え⽅に基づき、状況に応じて
内容を更新していく計画としている。

＜⽬次＞
1. はじめに
2. 順応的管理の考え⽅に基づく

管理計画の考え⽅
3. 各要管理植物の管理計画

3.1 ナガエツルノゲイトウ
4. 参考資料

関係者協働によるナガエツルノゲイトウの分布調査

• 関係者協働によるナガエツルノゲイトウの分
布調査を計画
– ⾬天により調査は延期（現在、調整中）

データ
センター

東邦⼤学
千葉市

⼋千代市

佐倉印旛沼
ネットワーカーの会

印旛沼
⼟地改良区

⽔資源機構

⽣態系WG

関係者協働の
体制で実施

事務局のような役割を担う

Sheet 62

◆ナガエツルノゲイトウ
分布調査計画（概要）

・昨年度の台⾵26号により
流出したナガエツルノゲイトウ
が⼤和⽥排⽔機場で⽬詰りし、
治⽔上の問題が乗じた。

・このことより、周辺で
問題意識が⾼まっている。

・今後、桑納川,神崎川,新川の
防除⽅法を検討するため、
分布状況の把握を⽬的に
調査を実施する。
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Sheet 63Sheet 63

7. ⽔と地域のネットワークWG

⽔と地域のネットワークWGの取組概要

• 取組の背景
– ⽔循環健全化には、流域汚濁負荷削減対策

など、流域⼀体となった取組の推進が
必要であるが、印旛沼及び⽔循環への
関⼼が不⼗分。

– 流域（住⺠・企業・市町等）にとって、
印旛沼の存在感、⽔循環への関⼼を
⾼める取組が必要。

• ⽬的
– ⽔と地域のネットワークワーキングは、

誇りと活⼒のあるまちづくり／地域づくりの実現を⽬指し、
印旛沼流域における各主体が連携・協働することによって、
印旛沼⽔系の⽔辺の活⽤と流域内の各種地域資源（歴史、⽂化、観光資産等）
とを結ぶネットワークの形成を推進

Sheet 64
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Sheet 65

これまでの取組経緯

■ 2010（H22）年度
－ 印旛沼視察
－ 市町⻑サミット（全国⼤会）

■ 2011（H23）年度
－ 印旛沼に係る利⽤実態調査
－ ５市町の地域整備の計画構想調査

■ 2012（H24）年度
－ ５市町ヒアリング
－ 「印旛沼周辺利⽤ナビマップ」の

作成
－ 利⽤実態に基づく課題の整理
－ ⽔辺拠点の整備利⽤構想の検討

■ 2013（H25）年度
－ 印旛沼流域の現状整理
－ かわまちづくり計画⾻⼦の作成

2011（H23)年度にワーキングを⽴ち上げ、
現在までに計４回（合同分科会計３回）開催
H13.10健全化会議⽴ち上げ

H16.2「緊急⾏動計画」策定

H19 CODがワースト１位に

H22.1 「健全化計画」策定

H22.10 「全国⼤会※」

※第11回 川での福祉・医療と教育の全国⼤会

H24.2 第１回WG

H25.10 第３回WG
H25.3 第２回WG

H27 「第２期⾏動計画」策定

H42 「健全化会議」⽬標年次

H26.8 現在

H25.11〜 合同分科会（３回）
H26.3 第４回WG

Sheet 66Sheet 66

過年度の成果と今後の方針

・⽔辺の利⽤実態調査
・⽔辺周辺の意識調査
・⽔辺の通⾏量調査
・利⽤状況ヒアリング
・⽔辺へのアクセス調査

・地域整備の計画構想調査

利⽤に関する検討⽔辺整備に関する検討 構想・計画にする検討 連携・協働に関する検討

かわまちづくり計画の⾻⼦案の検討

「かわまちづくり計画」に基づくハード整備・ソフト施策の実施

H23

H24

H25

H26

・市⺠団体、企業等の概要調査
・モデル連携団体等の抽出

H27

・⽔辺部の空間形態調査

・ハード整備の検討 ・ソフト施策の検討

・全体基本⽅針の検討

利⽤実態に基づく課題の整理

・⽔辺利⽤施設・資源調査
・沼岸堤防形態調査
・植物状況調査
・治⽔・利⽤施設形態調査
・⽔辺のビューポイント調査

ハード整備・ソフト施策を盛り込んだ「かわまちづくり計画」の策定 モデル連携の試⾏

・⽔辺拠点の整備利⽤構想の検討

⽔と地域のネットワークWGの⽴ち上げ

・地域別基本⽅針の検討

・なびマップの作成 ・５市町ヒアリング

・現状及び課題の再整理
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かわまちづくりの基本⽅針（案）
計画エリア：成⽥市、佐倉市、印⻄市、酒々井町、栄町を対象地域とする

Sheet 67Sheet 67

・超高齢社会
・社会保障費増
・土木費減
・健康リスク
・災害への対応

・汚いイメージ
・資源が点在
・水辺活用が不十分
・アクセスの悪さ

・都心・空港から近い
・貴重な里沼
・歴史、景観、食、

スポーツ関連資源

・外国人客の増加
・大型商業施設の出店
・体験型観光、スポーツ
・新たな水辺利用

強
み

機
会

弱
み

脅
威

ターゲット
流域住民や都心住民（特に高齢者）、
増加する外国人観光客、大型商業施設客

コンセプト

地域資源（里沼環境、歴史、景観、食等）
とスポーツ等を活かしたアクティビティ・
ツーリズムの推進

→健康増進（個人）
→地域の活性化（市町）
→水循環健全化、防災力向上（流域）

課題（施策の方向性）

防災と親水性の向上に資するハード整備、
水辺及び地域資源を活かしたソフト施策、
企業や大学、市民団体等との連携

⽔と地域のネットワークWG Sheet 68

2014（H26）年度の取組内容

(1)かわまちづくり計画の登録

• 関係機関との調整
• 素案の作成
• 国交省に計画を登録

今後の会議・イベント等の予定

8⽉〜：関係機関との調整
11⽉ ：WG（計画案とりまとめ）
12⽉ ：かわまちづくり登録申請
翌3⽉：かわまちづくり計画登録

ハード ソフト

地域活性化
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8. 学びWG

Sheet 69

学びWGの取組概要

• 取組の背景
– 印旛沼の現状に対する流域の市⺠の理解が不⼗分
– 印旛沼健全化に向けた取組みに対し、

市⺠の⾃主的な⾏動促進、活動への参加促進が必要

• ⽬的
– 印旛沼環境学習を促進する。

• 主な取組内容
– 流域⼩中学校における環境学習の展開

（モデル校における環境学習の⽀援、教員研修会の開催）
– 市⺠やNPO等を対象とした環境学習の展開

Sheet 70
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学びWGの検討経緯
2001(H13)年10⽉
印旛沼流域⽔循環健全化
会議⽴ち上げ

2005(H17)年7⽉
第1回学びWG開催
学びWG
延べ11回実施
（~2009（H21））

2010(H22)年1⽉
「印旛沼流域⽔循環
健全化計画」策定

2010(H22)年3⽉
学びWG開催

流域⼩中学校における
環境学習の展開

モデル校において、
WG委員による
出前講座等の実施

学びWG
延べ7回実施
(2010（H22)〜)

市⺠やNPO等を対象とした
環境学習の展開

（みためし⾏動）

教員研修
の実施2004(H16)年2⽉

「印旛沼流域⽔循環健全化
緊急⾏動計画」策定

出前講座メニュー表(講師となるNPO紹介)

環境学習
⼿引き

モデル校
12校で実施

3回実施
説明会開催

教員が主体の印旛沼環境学習の実施
（中⼼校・サポート校2校）

「県⺠カレッジ構想」等の、
社会⼈を対象とした
環境学習の仕組みづくりの
検討

総合学習の⼤会における
モデル校の取組発表

HPに掲載

教員に研修内
容を相談の上、
毎年実施
（計4回）

モデル校による
取組成果等の情報発信
(新聞・地域での回覧等)

教材ツールの作成

(第1期⾏動計画期間)

2015(H27)年度
(第2期⾏動計画期間)

【現在(2014（H26）年度)】

Sheet 71

流域⼩中学校への
印旛沼環境学習の展開

市⺠やNPO団体を対象と
した印旛沼環境学習の展開

Sheet 72これまでの成果と課題

課題

取組
内容

⽬的

成果

流域⼩中学校における
環境学習の展開

市⺠やNPO等を対象とした
環境学習の展開

モデル校の取組終了後の
環境学習の継続性の確保

印旛沼をテーマにした環境学習の推進 環境学習を⾏う⼈材育成

モデル校での環境学習
（出前講座）の実施

教員研修の実施

流域学校への取組展開

学校および教員が
主体となった環境学習の展開

モデル校取組成果の発信
(新聞・ケーブルテレビ・
回覧等)

参加教員の
印旛沼環境学習
への理解

印旛沼環境学習の
⼿引き

市⺠環境団体
やNPO等の
情報収集・
整理、
説明会開催

出前講座メニュー表

社会⼈を対象と
した環境学習の
仕組みづくり

県⺠カレッジ構想
の提案

既存の仕組(基⾦や佐倉学等)
と連携した講座の展開

ツールの活⽤ コーディネーターの
発掘・確保
(退職職員等の活⽤)

教材ツールの作成

モデル校12校 モデル校による
取組成果の反映

これまで
7回実施

教員が主体の
印旛沼環境学習の実施
(中⼼校・サポート校2校)

取り組み指標 現状／H20 ⽬標／H27 実績（累計）／H24
⽔環境をテーマとした
環境学習実施学校数

モデル校
延べ8校

増加 モデル校
延べ57校

取組指標
達成状況
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今年度の取組みと今後の予定
今年度の取組内容

(1)流域⼩中学校への印旛沼環境学習
の展開

• モデル校における環境学習⽀援
– ⼋千代市⽴⼤和⽥⼩、四街道市⽴

中央⼩、⼋街市⽴⼋街北⼩
• 教員研修会の開催

– 印旛地区教育研究会環境教育研究
部との連携

(2)市⺠やNPO団体を対象とした
印旛沼環境学習の展開

• 佐倉学との連携
– 印旛沼をテーマとした講座の実施
– 佐倉市教育委員会との情報共有

今年度の取組状況

9/5 ：⼤和⽥⼩ ガイダンス
9/27-28：⼤和⽥⼩ 印旛沼環境学習
秋頃 ：1回⽬のWG開催
翌2⽉頃 ：2回⽬のWG開催

今後の会議・イベント等の予定

• モデル校⽀援
（学習内容の相談、アドバイス等）

– ⼤和⽥⼩：9⽉の宿泊学習と
あわせて印旛沼環境学習（Eボート等）

を実施
– 中央⼩、⼋街北⼩：検討中

• 教員研修会の開催（参加者44名）

※モデル校⽀援は内容が決まり次第、随時

Sheet 73

※⾚字は、取組の詳細を後述で紹介している。

今年度のモデル校における学習予定
モデル校 学年 学習予定内容

教員からの声
（印旛沼環境学習に

取り組む上での課題）

⼋千代市⽴
⼤和⽥⼩学校
（モデル校1年⽬）

4年⽣

• 9/5：印旛沼環境学習のガイダンス
（講師：堀⽥先⽣）

• 9/17〜18：Eボートによる⽔辺体験や
⽔質調査、動植物の観察等を実施
（既存の宿泊学習にあわせて実施）

• 事後の振り返り学習
• ３学期に⼤和⽥排⽔機場の⾒学を予定

• 学校が印旛沼から遠く
印旛沼に赴くことが難
しい

• 教員の知識も⼗分では
なく、他校の学習例の
紹介や、講師の
サポートがあると
有難い

⼋街市⽴
⼋街北⼩学校
（モデル校1年⽬）

4年⽣

• 検討中（⾝近な⽔路の探検から、
印旛沼への興味を引き出すような
内容を検討中）

• 総合的な学習の時間で実施

• 教員が印旛沼について
知るための資料が不⾜
している

• ⼦ども向けの資料も少
ない

四街道市⽴
中央⼩学校
（モデル校3年⽬）

4年⽣

• 検討中
• 昨年度に引き続き、⼩名⽊川（⿅島川

⽀川）をフィールドとして、⽔質調査
や⽣き物観察等を実施する予定

• 学校が印旛沼から遠く
印旛沼に赴くことが
難しい。
⾝近な⼩名⽊川でも、歩
いて30分以上かかる。

Sheet 74

＜37＞



今年度の教員研修会の開催結果
Sheet 75

• 今年で８回⽬
• 新たな試みとして、「印旛地区教育研究会環境教育研究部」が

毎年開催する研修会と連携して開催

◆実施⽇：2014年7⽉29⽇
◆参加者：44名（うち、教員31名）
◆プログラム：

プログラム

＜午前＞
視察・
体験

○北千葉道路の事業紹介
○植⽣帯整備・⽔草再⽣の取組紹介（２箇所）
○屋形船に乗って北印旛沼湖上視察、⽔質検査

＜午後＞
講義

○印旛環境教育研究会での取組紹介
○佐倉学を核とした学習の取組紹介

○モデル校による印旛沼環境学習の取組紹介
・佐倉市⽴染井野⼩学校
・四街道市⽴中央⼩学校

○紙の昆⾍教材の紹介

佐倉学との連携（情報共有）
Sheet 76

 佐倉学とは
– 佐倉市教育委員会が中⼼となって推進
– 歴史・⾃然・⽂化・⼈物を柱として、佐倉の郷⼟を学ぶ
「⾃然」では「印旛沼・湧⽔・⾕津」がテーマの⼀つに

– 学校教育、社会教育の両分野で学習を推進
市内の⼩中学校では、教育課程に「佐倉学」を位置づけている

 教員研修会における佐倉学の紹介
– 7⽉29⽇の教員研修会で、佐倉市

教育委員会から、佐倉学の取組を
紹介（情報共有）
佐倉市では、教育委員会による
「佐倉学」が⼦どもたちの学習
をサポートしています。
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9. 市町みためし

＜⽬的＞
流域⽣態系の保全・再⽣を促進する。

Sheet 77

市町みためしの取組概要

• 取組の背景
– 流域市町が実施している取組の成果・課題を

共有する場がなかった。
– 市町が実施している効果的な取組を

流域に展開していくことが求められている。

• ⽬的
– 流域市町が主体となった「みためし⾏動」及び

流域全域への展開を推進する。

• 主な取組内容
– 市町みためし報告会の実施

（市町間の事例共有、専⾨家によるアドバイスの場）

Sheet 78
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市町みためしの昨年度の実施状況

市町 2013（H25）年度実施内容

千葉市 ・「市⺠協働の⽣物調査」⽔辺のいきもの探索隊！
（1回実施）

船橋市 ・流域貯留浸透施設設置⼯事（1箇所完成、1箇所設計）
・流域公⺠館での通年啓発活動

成⽥市 ・⾼度処理型合併処理浄化槽の導⼊と普及
（計12基設置）

佐倉市
・⾬⽔貯留浸透施設設置⼯事補助⾦

（貯留タンク24件、⾬⽔浸透マス2件）
・湧⽔箇所・⽔質調査
・環境保全型農業直接⽀払交付⾦（有機農業3件 等）

⼋千代市
・特定外来⽣物ナガエツルノゲイトウの分布調査

（50名参加）
・環境展

鎌ケ⾕市 ・印旛沼流⼊河川の⽔質調査（1回実施）
・鎌ケ⾕市浸透桝モニター制度（15基設置）

市町 2013（H25）年度実施内容

四街道市 ・河川（⼿繰川）清掃（計30名参加）

⼋街市 ・使⽤済⾷⽤油の回収（環境サークル4名、1⽇）

印⻄市 ・⾼度処理型合併処理浄化槽の導⼊
〜設置と維持管理の推進のために〜（41軒実施）

⽩井市 ・廃⾷油の回収（783L回収）

富⾥市 ・⾼度処理型合併浄化槽の導⼊（計35基の導⼊）

酒々井町 ・いんば沼を⾒て学んで清掃だ

栄町
・⽔辺のクリーン作戦

（1回実施、77名参加、ゴミ量400kg）
・ナガエツルノゲイトウの防除（除去量（乾燥重量115.7t）)

Sheet 79

• 3/20に市町村みためし報告会を実施

グループディスカッション
・浸透<⻘>、⽣活<⾚>、フィールド<緑>の

3グループに分かれて実施

「市町村みためし」⾏動結果発表
・下表の⾊のついた取組について発表

市町みためしの今年度の取組
(1) 「市町みためし」⾏動の実践

• 「市町みためし」⾏動の継続・発展
• 市町みためし報告会の実施

市町村 2014（H26）年度実施予定

千葉市 ・「市⺠協働の⽣物調査」

船橋市
・流域貯留浸透施設実施設計

（1箇所完成、1箇所設計）
・流域公⺠館での通年啓発活動

成⽥市 ・⾼度処理型合併処理浄化槽の導⼊と普及
（予定設置基数11基）

佐倉市
・⾬⽔貯留浸透施設設置⼯事補助⾦
・湧⽔箇所・⽔質調査
・環境保全型農業直接⽀払交付⾦

（有機農業2件 等）

⼋千代市 ・ナガエツルノゲイトウの啓発活動

鎌ケ⾕市 ・印旛沼流⼊河川の⽔質調査（1回実施予定）

市町村 2014（H26）年度実施予定

四街道市 ・印旛沼流⼊河川清掃（1回実施予定）

⼋街市 ・廃⾷油の回収

印⻄市 ・合併処理浄化槽の簡易⽔質検査
（40件実施）

⽩井市 ・廃⾷油の回収

富⾥市 ・⾼度処理型合併浄化槽の導⼊

酒々井町 ・印旛沼 未来への意識調査
（⼩学校2校、中学校1校）

栄町 ・⽔辺のクリーン作戦（1回実施予定）

Sheet 80
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10.環境体験フェア検討委員会

Sheet 81

環境体験フェア検討委員会の取組み概要

• 取組の背景
– 流域の市⺠が印旛沼の現状や課題、取組について

知る機会の不⾜
– 印旛沼健全化に向けた取組に対し、

市⺠の⾃主的な⾏動促進、活動への参加促進が必要

• ⽬的
– イベントを通して印旛沼の取組みを広く情報発信する。

• 主な取組内容
– 印旛沼流域環境・体験フェアの実施⽅針の検討

Sheet 82
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これまでのフェアの開催経緯

名称 開催⽇ テーマ 場所 参加⼈数

第2回環境フェア 2005（H17）年1⽉20⽇ 恵みの沼をふたたび 御伊勢公園 1,000名※

第3回環境フェア 2006（H18）年2⽉11⽇ いんば沼LOVE 御伊勢公園 1,000名

第4回環境フェア 2007（H19）年2⽉10⽇ きれいな沼と
豊かな⾃然 御伊勢公園 900名

第5回環境フェア 2008（H20）年2⽉23⽇ めぐりめぐる
印旛沼の⽔ 御伊勢公園 800名

第6回環境フェア ⾬天のため中⽌ みんなの願い
「印旛沼再⽣」 御伊勢公園 -

第7回環境フェア 2010（H22）年2⽉7⽇ 恵みの沼を未来へ！ 城址公園 460名

第8回環境・体験フェア 2010（H22）年8⽉28⽇ ⽔辺からまちづくり 佐倉ふるさと広場 540名

第9回環境・体験フェア 2011（H23）年10⽉22⽇ みんなをつなぐ印旛
沼 佐倉ふるさと広場向かい 800名

第10回環境・体験フェア 2012（H24）年10⽉20⽇
〜10⽉21⽇

来て、⾒て、発⾒、
印旛沼！！ 佐倉ふるさと広場向かい

3000名
(20⽇2,000名、
21⽇1,000名)

第11回環境・体験フェア 台⾵のため中⽌ 印旛沼の魅⼒、
再発⾒！ 佐倉ふるさと広場向かい -

第2回印旛沼再⽣⾏動⼤会からの併催であるため、初回が「第2回環境フェア」となっている。
※は再⽣⾏動⼤会参加者も含めた⼈数

Sheet 83

これまでのフェアの開催経緯

◆再⽣⾏動⼤会と併催（2005（H17）年度〜）
• 印旛沼流域の各関係機関の⻑が集まる再⽣⾏動⼤会と併催
• 各種団体の活動内容や成果を紹介するパネル展等

◆印旛沼⽔辺での実施（2010（H22）年度〜）
• 場所をふるさと広場周辺に移動
• 印旛沼を体験しながら学ぶことができるイベントとして開催
• 屋形船、Eボート等の⽔辺体験を追加

Sheet 84
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今年度の取組内容と今後の予定
今年度の取組内容と取組状況

• ⽬的
印旛沼の持つ魅⼒を発信し、沼を愛護する精神
を育むとともに、流域住⺠・県⺠に対し印旛沼
⽔質浄化を啓発し、印旛沼流域の健全な⽔循環
の再⽣のための取り組みを実践する契機とする

• 開催概要
– 第12回 印旛沼流域環境・体験フェア
– 開催⽇：2014（H26）年10⽉25⽇(⼟)

〜10⽉26⽇(⽇)
– 開催場所：佐倉ふるさと広場周辺

今後の会議・イベント等の予定

• 特⾊
⽔・⾷・観光の幅広い視点から印旛沼の多彩な
魅⼒を発信し、流域圏における⼈々が集う
イベントであり、産官⺠学の協働により。

• 実施体制
新たな試みとして市⺠企画部会を⽴ち上げ
– 市⺠、⼤学、農業関係者等で構成
– 市⺠主体のイベント企画の取りまとめ、

流域の団体への参加・協⼒呼びかけ、
ポスター、チラシデザインの作成等を担う

9⽉頃 ：第3回フェア検討委員会（実施計画の確認等）
10⽉25⽇(⼟)〜26⽇(⽇) ：環境フェア開催
11⽉以降 ：第4回フェア検討会委員会（開催結果の確認、今後の⽅針の検討など）※⾚字は昨年度から

追加された取組

環境フェアの基本⽅針の検討（以下の内容を決定）

Sheet 85

11. 印旛沼・流域再⽣⼤賞選考委員会

Sheet 86

＜43＞



印旛沼・流域再⽣⼤賞選考委員会の取組概要

• 取組の背景
– 印旛沼流域再⽣につながる市⺠の⾃主的な活動を

促進することが必要

• ⽬的
– 印旛沼流域再⽣につながる個⼈・団体の活動を

促進するため、功績が顕著な活動を表彰する。

• 主な取組内容
– 印旛沼・流域再⽣⼤賞に係る表彰者の選考及び制度の検討

Sheet 87

これまでの経緯

⽒名（団体名） 活動名

第1回
⽩⿃ 孝治 ⻑年にわたる研究と

啓発活動

千葉英和⾼等学校
⽣物研究部

25年にわたる調査・
研究活動

第2回

NPO法⼈
印旛野菜いかだの会

⽣物浄化システムと
体験環境学習

佐倉印旛沼ネットワー
カーの会

印旛沼の再⽣を
めざす

特定⾮営利法⼈
四街道メダカの会

市⺠とともに⽔辺の
環境に親しみ
保全する会

• 2012（H24）年度、2013（H25）年度と2回の⼤賞制度を実施
• 合計5団体が受賞

Sheet 88
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今年度の取組み内容と今後の予定
2014（H26）年度の取組内容・状況

8/27 ：選考委員会での審査・
受賞者の決定

10/25 ：表彰式
（環境・体験フェア時）

来年1⽉頃 ：（公財）印旛沼環境基⾦
成果報告会の場にて、
受賞者の活動を発表

今後の会議・イベント等の予定

• 4/15〜7/15 募集
• 応募総数 5件

第3回⼤賞制度の実施第3回⼤賞制度の実施

Sheet 89

（4）第2期⾏動計画(案)の作成⽅針

Sheet 90

＝＝＝＝
印旛沼・流域⽔循環健全化計画⇒略称：健全化計画
第1期⾏動計画(案)⇒略称：第1期
第2期⾏動計画(案)⇒略称：第2期
ワーキング⇒略称：WG
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Sheet 92

1．はじめに
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健全化計画と⾏動計画の概要
Sheet 93

印旛沼流域の
⽔循環健全化に
関する
マスタープラン

健全化計画の取組
を着実に実⾏する
ための
アクションプラン

健全化計画

⾏動計画

＜役割＞

・基本理念
・⽬標
・⽬標達成状況を

把握する指標
・取組み
・計画の推進体制

・取組みの
⽬標実施量や
役割分担

・取組の⼯程と
実施地域

・⽬標評価指標の
モニタリング⽅法

＜主な内容＞ ＜計画期間＞

2009年(H21)
〜2030(H42)
年の約20ヵ年

健全化計画の
計計画期間を
約5年ごとに
区切り設定

※第1期は
2015(H27)年迄

評価指標と⽬標値
Sheet 94

評価指標 現状（H20) 第1期⽬標（H27） 健全化⽬標（H42）

①⽔質 • クロロフィルa：年平均85μg/L
• COD：年平均8.5mg/L

• クロロフィルa：
年平均75μg/L

• COD：年平均7.5mg/L
• クロロフィルa：年平均40μg/L
• COD：年平均5mg/L

②アオコ • ところどころにアオコが
発⽣している

• アオコの発⽣が
⽬⽴たなくなる • アオコが発⽣しない

③清澄性 • 透明度：0.2m程度 • 透明度が改善する：
0.5m程度

• 岸辺にたって沼底が⾒える
（透明度1.0m程度）

④におい • 季節や場所によって
臭気の発⽣がある • 臭気が少なくなる • 臭気がしない

⑤⽔道に適
した⽔質

• 2-MIB：0.003〜1.9μg/L
• トリハロメタン⽣成能：

0.068〜0.102mg/L

• 2-MIB、
トリハロメタン⽣成能が
改善する

• 2-MIB：年最⼤0.1μg/L以下
• トリハロメタン⽣成能：年最⼤0.1mg/L

⑥利⽤者数 • ⽔辺に近づける場所や、そこを
利⽤する⼈数が限られている • 増加する • 増加する

⑦湧⽔
• 流域の湧⽔で涸渇する所がある
• 「硝酸性窒素および亜硝酸性窒素」

が10mg/Lを超える所がある
• 印旛沼底や⽔源の⾕津で

豊かな清⽔が湧く
• 印旛沼底や⽔源の⾕津で豊かな清⽔が湧く
• 湧⽔⽔質「硝酸性窒素および

亜硝酸性窒素」：10mg/L以下

⑧⽣き物
• 外来⽣物（特に特定外来⽣物）が

侵⼊・拡⼤している
• 在来⽣物が減少している

• かつて⽣育していた
沈⽔植物が再⽣する

• 特定外来⽣物を
侵⼊・拡⼤させない

• 在来⽣物種が保全される
• かつて⽣息・⽣育していた

⽣物種（特に沈⽔植物）が復活する
• 外来種(特に特定外来⽣物)が駆除される

⑨⽔害 • ⿅島川や⾼崎川の下流部などで
浸⽔被害が発⽣している • 治⽔安全度が向上する • 概ね30年に⼀度の⼤⾬でも安⼼が保たれる
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第2期策定・健全化計画⾒直しの背景
• 来年度、第1期の期間が終了する。
• 今年度から、第2期の計画内容の検討開始
• 健全化計画についても、⾏動計画策定にあわせて

⾒直し

Sheet 95

健全化計画
(マスタープラン)

⾏動計画
(アクションプラン)

2009(H21) 2016(H28) 2021(H33) 2026(H38) 2030(H42)

第２期 第３期 第４期第１期

⾏動計画策定時にあわせて⾒直し

2009(H21)〜2015(H27) 2016(H28)〜2020(H32)

今年度

健全化計画⾒直し・第2期策定のポイント

3. 第1期⾏動計画(案)の成果や課題をふまえた計画とする
– ⽬標達成状況
– ⽬標達成状況の評価⽅法
– 101対策・重点対策群の進捗状況 など

4. 計画期間や⽬標、取組内容など、関連計画との整合を図る
– 河川事業計画、湖沼⽔質保全計画

Sheet 96

第2期

健全化計画
1. 計画書の記載内容に⾏動計画の内容が記載されており、

それぞれの計画書での記載内容を明確化する。

2. ⾏動計画の⾒直し⽅針および近年の社会動向をふまえ、
⾒直しを図る
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Sheet 97

2．健全化計画書の記載内容⾒直し

計画書構成の明確化

【構成の明確化】
– 健全化計画書の中に⾏動計画

の内容も記載されているなど
内容が混在している

– 各計画の構成を明確化する
（右表参照）

■ 健全化計画
・印旛沼流域における⽔のマスタープラン（2009(H21)〜2030(H42))
・印旛沼流域⽔循環健全化会議（以下、健全化会議）が策定

■ 第1期⾏動計画(案)
・健全化計画に基づくアクションプラン（2009(H21)〜2015(H27)）
・健全化会議が策定

第1期 第2期 計画での項⽬

健
全
化
計
画
・
⾏
動
計
画

健
全
化
計
画

1. 基本理念
2. 理想像（パース）
3. 5つの⽬標
4. 9つの評価指標

⾏
動
計
画

5. 101の対策
6. 8つの重点対策群
7. 13の取組指標

Sheet 98
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Sheet 99

3．健全化計画⾒直しの⽅針

理念・⽬標・評価指標の関係性
Sheet 100

〈将来のすがた〉

基
本
理
念

恵
み
の
沼
を
ふ
た
た
び

におい

⽔道に適した⽔質
（2-MIB、トリハロメタン⽣成能）

清澄性

⽔質
(COD・クロロフィルα)

湧⽔

アオコ

利⽤者数

⽔害

⽣き物

良質な
飲み⽔の源
印旛沼・流域

良質な
飲み⽔の源
印旛沼・流域

遊び、泳げる
印旛沼・流域
遊び、泳げる
印旛沼・流域

ふるさとの
⽣き物はぐくむ
印旛沼・流域

ふるさとの
⽣き物はぐくむ
印旛沼・流域

⼤⾬でも
安⼼できる
印旛沼・流域

⼤⾬でも
安⼼できる
印旛沼・流域

⼈が集い、
⼈と共⽣する
印旛沼・流域

⼈が集い、
⼈と共⽣する
印旛沼・流域

〈5つの⽬標〉

⽔辺の⽣き物たち

沼のほとり

⾕津・⾥⼭

〈9つの評価指標〉
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⾒直し⽅針：基本理念と将来のすがた
• 基本理念は、印旛沼の再⽣に向けた取組みの基本となる姿勢や考え⽅を

⽰したもの。
– 普遍的な考え⽅であり、現状のものを踏襲する。

• 将来のすがたは、2030（H42）年度に⽬指す印旛沼・流域の姿を
イメージしたもの。
– 近年の社会情勢や第１期での取組成果等をふまえつつ、

将来にわたり⽬指すべき姿としてふさわしいかどうか、精査する。

Sheet 101

〈将来のすがた〉

⽔辺の⽣き物たち沼のほとり ⾕津・⾥⼭

基本理念 恵みの沼をふたたび

⾒直し⽅針：5つの⽬標

• 前スライドに掲げた
将来のすがたを
実現するための
⽬標として
ふさわしいかどうか、
精査する。

Sheet 102
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Sheet 103

4．第1期⾏動計画(案)の成果と課題を
ふまえた計画作成⽅針

第1期⾏動計画(案)の中間レビュー

• 別紙：配付資料3（3ページ）参照
– 「印旛沼流域⽔循環健全化計画 第１期⾏動計画（案）

における101 対策の中間レビュー」

Sheet 104
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第1期⾏動計画(案)の中間レビュー
Sheet 105

• 別紙：配付資料3（4ページ）参照
– 「印旛沼流域⽔循環健全化計画 第１期⾏動計画（案）

における101 対策の中間レビュー」

①評価指標に関するモニタリング⽅法の問題点
Sheet 106

評価指標 モニタリング⽅法 問題点

①⽔質 • 沼内4地点（上⽔道取⽔⼝下・北印旛沼中央・阿宗橋・⼀
本松下）にて⽔質調査

• 調査地点・評価地点が沼の代表地点に
限られている。

②アオコ • 印旛沼・河川・⽔路におけるアオコ発⽣箇所を記録
• ⽔資源機構の協⼒により、定期巡回の中で実施

• 市⺠の参加を期待して設定した項⽬で
あるが、市⺠には普及していない。

③清澄性 • 沼内1地点（佐倉ふるさと広場）にて⾒透視度を記録
• 佐倉観光協会の協⼒により、週１回程度実施

• 市⺠の参加を期待して設定した項⽬で
あるが、市⺠には普及していない。

④におい • 印旛沼（佐倉ふるさと広場付近の湖岸等）にて臭気を観測
• 柏井浄⽔場で⽉1回⾏う原⽔の⽔質検査データで評価

• 市⺠の参加を期待して設定した項⽬で
あるが、市⺠には普及していない。

⑤⽔道に
適した⽔質 • 柏井浄⽔場での印旛沼取⽔原⽔の⽔質調査データで評価 （特になし）

⑥利⽤者数 • 印旛沼・流域（主に佐倉ふるさと広場）の来場者数を記録 ・イベント開催時の⼈数集計だけでなく、
⽇常的・定期的な利⽤⼈数の調査が不⾜している。

⑦湧⽔ • 流域内湧⽔箇所（加賀清⽔）の湧⽔量・⽔質を調査 ・加賀清⽔1地点のみであり、
流域全体を把握できていない。

⑧⽣き物 • 植⽣帯整備箇所における⽣物数や種類を調査 • 市⺠の参加を期待して設定した項⽬で
あるが、市⺠には普及していない。

⑨⽔害 • 流域内の浸⽔⾯積や被害⼾数を把握 （特になし）
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①第2期作成⽅針：評価指標とモニタリング⽅法
Sheet 107

• 指標項⽬は⾒直さない。

• 沼の代表地点だけでなく、対策による
効果が発現しやすい地点での評価実施

• 確実なモニタリングの実施体制の構築

• 市⺠が共感できる評価指標の⼯夫

• 取り組みの達成状況を広く
知ってもらう⼯夫
（HPにおける広報など）

におい

⽔道に適した⽔質

清澄性

⽔質

アオコ

⽔害

⽣き物

評価指標 ⾒直しの⽅針

利⽤者数

湧⽔

②第2期作成⽅針： 101対策
Sheet 108

•実施状況や対策の必要性
（効果等）から対策の強弱をつけ、
第2期に重点的に実施していく
対策（重点対策）を抽出する。

対策の進捗状況や問題点
（中間レビューの結果から） ⾒直しの⽅針

•対策の進捗にばらつきがある。
•101対策全ての⾜並みを揃えて

実施していくことは難しい。

•市町にヒアリングした中で、
現在の101対策には含まれていないが、
市町ではその他にも実施している対策が
あることがわかった。

•計画以上に実施できた対策も多く、
各実施主体では取組推進のため様々な
⼯夫がなされていた。

•市町の計画（環境基本計画等）
に位置づけられている等、
市町が実施している対策を
⾏動計画に盛り込む。

•対策推進に向けた⼯夫の例を
他の実施主体と共有することで、
より⼀層の推進を図る。
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③第2期作成⽅針：重点対策群と取組指標
Sheet 109

問題点 ⾒直しの⽅針

•「重点対策群」の中に重点対策の
位置づけが整理されていない

• 効果検討やWGでの検討を
踏まえて「重点対策」を
位置づける。

•各WGが実施している取組と、
関連重点対策群での取組指標の
整合が図られていない。

重
点
対
策
群

13
の
取
組
指
標

• 各WGが取組の推進を担える
よう、整合のとれた重点対策・
指標に⾒直す。

•これまで重点対策群での取組指標に
より進捗を整理してきたが、進捗
状況に応じた、フィードバック、
取組の改善が不⼗分

• 各WGが、重点対策の進捗を
⾒ながら、問題点・課題が
あればその改善策検討、
取組改善を図る。

④第2期作成⽅針：対策・指標の検討体制

・重点対策、取組み指標、
進捗管理⽅法の決定

・その他、⽔循環健全化に
必要な対策の決定

・対策の実現性
の確認

・実施可能な
対策量の調整

・市町等で実施
が予定されて
いる対策の
位置づけ

実施する対策、
進捗管理⽅法
等をフィード
バック

対策の
実現性を
協議・調整

⾏政部会 ⾏動連携推進委員会

Sheet 110

・重点対策、取組み指標、
進捗管理⽅法の検討

・その他、⽔循環健全化に
必要な対策の検討

・対策と進捗管理の実施

各WG

・⽔質改善対策の
検討

・対策実施効果の
評価

・⽬標とする
⽔質の検討

⽔質改善
技術検討会
(主に⽔質改善
⼯法検討WG)

計画（対策や指標）の策定

印旛沼流域⽔循環健全化会議委員会

必要な対策・
対策量の提⽰

必要な対策・
対策量の提⽰

実施する
対策を
フィード
バック

報告 意⾒
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Sheet 111

5．関連計画との整合

⾏動計画と関連する計画の概要
Sheet 112

計画名称 計画期間
（年度） 計画の所管 計画の概要 ⾏動計画との

整合に係る問題点

河川事業
計画(案)

2008(H20)
〜

2015(H27)

健全化会議
(⽔質改善
技術検討会)

• 第1期で河川管理者
が実施する対策を⽰
す計画

• 植⽣帯整備、
外来⽣物の防除等を
中⼼とする沼内対策
を位置づけ

• ⾏動計画と
計画期間が
異なる

第6期
湖沼⽔質
保全計画

2011(H23)
〜

2015(H27)
⽔質保全課

• 総合的な⽔質保全
対策の推進を
図るための計画

• ⽔質等の⽬標や、
主な対策を位置づけ

• ⾏動計画と
計画期間が
異なる

• ⾏動計画と
湖沼計画の
⽬標値が整合し
ていない
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関連計画との整合
Sheet 113

• 河川事業計画(案)と⾏動計画(案)は統合
• ⾏動計画(案)と湖沼⽔質保全計画の整合を図る

（⽬標、対策実施量、計画期間）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015    2016           2020

河川事業計画（案）

第1期⾏動計画（案）

(H20)   (H21)   (H22)   (H23)   (H24)  (H25)   (H26)   (H27)   (H28)          (H32)

第2期⾏動計画（案）

第7期
湖沼⽔質保全計画

①流域対策計画
②河川・湖沼内対策計画

第6期
湖沼⽔質保全計画

⽬標値・対策等の整合を図る

統合

年度

Sheet 114

6 ．計画検討スケジュール
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第2期⾏動計画(案)策定までのスケジュール
Sheet 115

第1期の進捗状況と
課題整理

第2期作成

第２期⾏動計画（案） 湖沼⽔質保全計画

2013
(H25)

2014
(H26)
※今年度

2015
(H27)

2016
(H28) 第2期策定 第７期計画策定

第2期の
素案作成

（健全化計画の⾒直しも⾏う）

年度

第2期の
⾻⼦作成

（健全化計画の⾒直しも⾏う）

中間レビュー実施
• 101対策の実施状況

について、市町村に
ヒアリング

⽬標値・対策等
の整合を図る

期末レビュー実施※
• 101対策の実施状況に

ついて、全実施主体に
ヒアリング

※H27年度分の実績は、
予定値で整理

今年度の第２期⾏動計画(案)検討のスケジュール
• 今年度の第2期検討の成果：第2期の⾻⼦作成

– 各WG実施主体で議論協議しながら、⾏動連携推進委員会で、とりまとめていく

Sheet 116

№

1 ① ② ③

2
① ②

3

4 ★

5
検討⽅針
の作成

 

6
第2期におけ
る重点対策
の検討

7 指標の検討

8 ⾻⼦の作成

3⽉
委員会・
⾏動連携推進委員会
⽔質改善⼯法検討WGで
の検討

各WGでの議論

市町等各実施主体と
の協議

1⽉ 2⽉

第2期
の検討

9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉会議、検討項⽬ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉
2014(H26)年 2015(H27)年

2回⽬
⇒WGでの

取組決定

⾻⼦
確認

1回⽬
⇒対策の⽅向性

重要対策の議論

各WG座⻑等への個別説明
（実施⽅法はWGによる）

必要に応じて 実施主体へ
意⾒聴取

⽅針の作成

重点対策案の検討 WGの
意⾒反映

WGの
意⾒反映

⾻⼦案作成

指標の検討

⾏政
担当者
会議

⽔質改善対策の検討 対策の
効果の
定量化

検討
成果

結果
反映

意⾒を踏まえて
再検討

22回委員会
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（5）関連報告事項

Sheet 117

⽬次

1. WEBサイト（いんばぬま情報広場）の
リニューアル 119

2. 北千葉道路事業の進捗状況 126

Sheet 118

Sheet
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Sheet 119

1 ．WEBサイト(いんばぬま情報広場）の
リニューアル

現在のWEBサイトの課題と解決策
課題 解決策
１．トップページのみにくさ １．トップページの改良

－情報量が多いことから、
利⽤者がどこを⾒ればいいか迷う

－メニューが重複して、どちらを
操作すればよいか分かりづらい

－視覚的に分かりやすい・興味をそそる
デザイン

－⾒やすいメニュー

2．階層が深いことから情報を拾いにくい 2．WEBサイトの構成の改良
－難易度の異なる情報が混在
－タイトルから内容が想起しづらい

－各ページの組合せの⾒直しと改変
－タイトルとページ内容を⼀致

3．健全化会議の活動が市⺠に⾒えにくい 3．取り組み紹介ページの充実
－ページが⻑く、情報を初⾒で

認識しづらい
－写真と表を使⽤した、

⾒やすく使いやすい紹介ページ
第4回⾏動連携推進委員会（2014年8⽉5⽇）の意⾒から

－良い取り組みが流域の住⺠に
伝わっていない

－⼀⽅的な情報提供に留まっている印象

－分かりやすく、得たい情報が得られる
サイト作りが必要

－市⺠活動をより活発化するための
広報ツールとして利⽤

Sheet 120
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１.トップページの改良
Sheet 121

掲載情報を絞ることで、
⾒やすいページになった

２.WEBサイトの構成の改良
Sheet 122

印旛沼とは？
- 印旛沼と流域の紹介
- データでみる印旛沼・流域

健全化会議
- 印旛沼流域⽔循環健全化会議
- ⽔質改善技術検討会
- 印旛沼流域⽔循環健全化計画
- ⾏動計画(案)
- 計画の進捗状況
- 会議開催

取り組み紹介
取り組みの概要
- 実施中の取り組み
- 主催イベント
- モニタリング
- 印旛沼・流域再⽣⼤賞
- 印旛沼環境学習
- 印旛沼連携プログラム

イベント＆ニュース
いんばぬまカレンダー
流域のイベント情報
- 流域のニュース

資料・データ集
- 資料・データ
- 動画配信

地図で⾒る印旛沼
印旛沼の⽔質
クイズ
リンク集

共通：サイトマップ／本サイトについて／ご意⾒／⽤語解説／はじめに

印旛沼ってどんな沼？
- 印旛沼のあらまし
- 印旛沼の⽔質
- 印旛沼の今むかし
- パンフレット

⽔循環健全化会議とは
- ⽔循環健全化会議
- ⽔質改善技術検討会
- ワーキング
- 健全化会議の取り組み成果

⽔循環健全化計画
- 印旛沼流域⽔循環健全化計画
- 印旛沼⽣宣⾔書
- 第1期⾏動計画（案）
- 計画の進捗状況

取り組み紹介
- ⾬⽔浸透
- ⽣活排⽔
- 環境にやさしい農業
- 外来⽣物等の対策
- ⽔草探検隊
- 環境学習
- ⽔草の再⽣
- 市町村みためし
- 印旛沼わいわい会議
- 印旛沼再⽣⾏動⼤会
- 印旛沼流域環境体験フェア

Before After
市⺠活動応援ページ
- 印旛沼・流域再⽣⼤賞
- 印旛沼環境学習
- 印旛沼連携プログラム
- 活動事例
- 市⺠活動団体のご紹介

印旛沼に⾏ってみよう
- 印旛沼へのアクセス
- イベント情報
- マップダウンロード

もっと詳しく知りたい⽅へ
- 印旛沼⽔質形成機構
- 河川の流出特性
- 河川の負荷流出特性
- 河川の負荷量分布
- ⾕津の流出特性
- モニタリング
- 資料・データ

資料・データ集
- 資料・データ
- 動画配信

適切なグループ分けにより
情報がどこにあるか
分かりやすくなった
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３.取り組み紹介ページの充実
Sheet 123

1ページで表⽰され、取り組みの種類
が⾒やすくなった

全取り組みがページ内に収まらず、
⾒づらい

より良いサイトとするために

• 利⽤者からのリニューアルサイトに関する
意⾒を随時取り込んで改良する
– ニュースのトップに「ご意⾒募集ページ」の

案内を1ヶ⽉間掲載する
– トップページの「ご意⾒｣からは、

常時意⾒を募れる体制にする
• それぞれの主体が⾃発的に発信できる

市⺠活動PRページの⽴ち上げを検討する
– 市⺠が活動内容を直接書き込めるページを

つくることを検討する

Sheet 124
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リニューアルサイトについて

9⽉1⽇にリニューアルサイトOPEN

いんばぬま情報広場
http://inba-numa.com/

Sheet 125

Sheet 126

2．北千葉道路事業の進捗状況
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北千葉道路事業の進捗状況
• 別紙、配付資料4参照

– 「北千葉道路建設事業における環境影響評価と
ヨシ原造成について」

Sheet 127
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